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己主位論文;題目 実験的粥状硬化症に及ぼすムラサキウマゴヤシの影響

(主査) (副査)

論文審査委民 教授山村雄一教授宮地

論文内 容の要

〔目的〉

k己
EI 

徹教授西川光夫

実験的粥状硬化症惹起に際し， その基礎飼料として従来用いられていたオカラに代えて，市販固型飼料

を用いラノリン飼育を行なうと， 血祭コレステローノレ値(以下コ値と略す)の上昇が，従来の実験に比し

羽しく悪い'Jiに気付き， 基礎飼料の相異に粥状硬化形成の促進又は抑制に関係した未知の因子の存在を予

~2l;~ し検討した。

C}j法及び成績〕

実験 1 ) 血柴コ値に及ぼす基礎飼料としてのオカラ及び回型飼料の影響

20羽の家兎を，基礎飼料としてオカラ及び固型飼料を用いた 2 群に分ち， ラノリン・綿実油 2 : 1 混合

物を混じ10週飼育し血泉コ値を測定した。 オカラを基礎食とした群に比し，固型飼料を用いた群の血疑コ

仙は IVJかに低値を示し， r司型飼料に血援コ値上昇抑制作用が存在する'Jfを認めた。

実験 ll) 血疑コ値に及ぼす基礎飼料の蛋白量の影響

実験 I の飼料組成では，囚];-1) 飼料群はオカラ群に比し高蛋白である九， J白張コ値上昇抑制がこの為であ

るか否かを検討した。 オカラ巾独の低蛋白食群と，オカラにカゼインを加えた高蛋内食群とを犬々 10羽宛

の家九でほ成し 10週ラノリン f!1~TI し， lÚL紫コイ直を測定した。

カゼイン添加|の高蛋白食群とオカラ単独の低蛋白食群のIÚl紫コ値には去がなく， 単lこ蛋じl の:昼の差は血

疑コ仙に~~挫しない。

)ミ験目) 別状硬化症に及ぼすムラサキウマゴヤシの影響

国型飼料中の牧草ムラサキウマゴヤシに注目し， オカラ及び牧草抜き固型飼料を基礎食とした群を対照

とし，犬々に該牧草を加え，又牧草の代りに乾燥大根葉を添加した群を， 夫々 12羽の家兎で構成してラノ

リン飼育を行ない，血疑コ{直を測定L"又18週後屠殺し大勤肱硬化所見を肉眼的 lこ判定した。
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i ) 血築コ値に及ぼす影響

該牧草抜き飼料群に比し， これを合むIf(: の血疑コ値は|珂かに低値を示し，ムラサキウマゴヤシの血袈コ

値上昇抑制作用が認められた。此の作用は，基礎食として牧平抜き回型飼料を用いた群にi庁 l月であり，牧

草に代えて大根葉を用いた群には認められなかった。

ii) 大動腕く弧状腫形成に及ぼす影響

牧草を合まぬ飼料群に比しこれを合むAJ'ßの大助JJ永粥状 JJ垂の程度が Ili五く， この効果は基礎飼料に牧草抜き

回型飼料を用いた群に者切で大松葉を加えた群にはitめられない u

実験町) ムラサキウマゴヤシ粗拍山物の影響

55羽のま兎を 5 君子に分ち，夫々にムラザキウマゴオシの水， メタノーノレ，ヘキサン抽出物，抽出残誼を

該牧草抜き回型飼料に加えた飼料を投与し， 牧草抜き同地飼料を対照としてラノリン飼育を10週間行ない

血衆コ値を測定した。又， ラノリン投与前より糞便を採取し血張コ値上昇が抑制された 2 群と対照群の夫

々の 5 羽について糞便中ステロール量を 4 週間測定した。

i ) 血衆コイ直に及ぼす影響

対照に比し，水抽出物添加群では飼育全期間 IIJ ， ヘキサン抽出物添加群では実験初期に血援コ値が著し

く低値を示し，その上昇が抑制され， メタノーノレ1ftl 出物及び残透投与群にはこの効果は認められない。

ii) 糞便1 トl ステローノレ排j世に及ぼす影響

ステロール排llit量は対照に比しヘキサン抽出物投与群で苫:切に増量し， 水抽出物投与群では対照と差が

ない。

実験 V) 高コレステロール血症に及ぼす同型飼料の影響

ムラサキウマゴヤシの作用機序を知るべく， 予めオカラを基礎食としてラノリン飼育 8 --10週により高

コ血症とし， ラノリン投与中止後一定の血笈コ値を示した家九48羽を 2 群に分ち， 該牧草入り及び抜き固

型飼料を投与し血衆コ値を測定した。 ラノリン飼育 Ij-I止，両飼料投与開始後，血採コ値は急速に F降する

が，牧草含有の有無による差は認められない口

実験 VD 胆汁酸排池に及ぼすムラサキウマゴヤシ水抽出物の影響

16羽のJJ旦官痩作成家兎を24時間絶食群と， 実験 4--5 時間前にラノリン食投与の 2 群に分ち，夫々に該

牧草水抽出液を生理食塩水を対照として前l注し，排~tltJ胆汁酸濃度及び量を測定した。胆管痩からの排出胆

汁酸濃度及び量は次第に減少するが，水抽出液静注群では胆汁駿濃度が増加し， この効果は予めラノリン

食投与群で著明で，この群では胆汁酸Hi~ も増加する傾向が認められた。

〔総括及び考按〕

1) ラノリン飼育による弐兎ω実以内抗ij状硬化症において， その基礎飼料として市販固型飼料を用いた

お合は，オカラを用いた場合に比し血摂コ値上昇並びに大助肱粥状硬化形成が l怪度である。

2) この作用は当該国型飼料 l いに約40%含有される乾燥牧平ムラサキウマゴヤシに山来する。

3) ムラサキウマゴヤシの血疑コ値上昇抑制作用は， 主としてその水及ひ、ヘキサン抽出物に存在し，メ

タノーノレ抽出物及び残澄にはその作用がない。

4) ヘキサン抽出物の作用の一閃として ， R易自:からのコレステロール吸収抑制があるが，きを便中ステ

ローノレω定量成績から予起される。
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5) 胆管痩作成による実験により，水抽出物が，胆汁酸排j世促進作用を有する事が推測される。

論文の審査結果の要旨

動物にコレステロー Jレを含む脂質を投与して粥状硬化症を作る方法は， 現在迄のところ人の粥状硬化症

に類似した病巣を作り得る最も確実な方法であり， 人の持lj状硬化症治療のモデノレ実験として，実験的粥状

硬化症形成に対する各種の物質の影響が検討されて来ているが， 未だ薬剤として用い得るものは極めて少

し可。

本論文は，この実験的硬化症の研究において，基礎飼料として従来のオカラに代えて， 市販固型飼料を

用いて実験したところ，その血衆コレステロール値の上昇が， 従来の実験に比し著しく悪い事に気付き，

このコレステローノレ値の差が， 基礎飼料の差によるのではないかとの想定から出発しこの因子を追求した

ものである。

即ち，この作用が，単に両基礎飼料の蛋白量の差によるものではないとの裏付けを行なった後， 固型飼

料中に含まれる牧草， ムラサキウマゴヤシにラノリン飼育家兎の血袈コレステロール上昇並び、に大動肱ア

テローム形成を抑制する作用の存在する事を証明し， 更にこの作用が，主としてその水及び、ヘキサン抽出

物によるものである事を確認している。

又，両抽出物の作用機序についても検討し，この因子についての今後の研究の方向を示唆している。

本論文;の意義は，第ーに，実験的粥状硬化症の実験に際し，投与脂肪量を規定しても， その基礎飼料に

より，結果が著しく異る事を示した事である口即ち，論文 i↓ 1 に示されている如く，上下.にオカラと，該牧草

を合まない回型飼料についてもこの事実が認められ， ムラサキウマゴヤシを含む国型飼料を使用した際に

は，更に著明な差異が生ずる事が示されている。

従って，かかる実験に際しては，基礎飼料の検討が重要な問題である， 実験的粥状硬化症の成囚xは予

防の問題には，栄語学的な検討が正要である事を示している。

第 2 に，高コレステローノレ血症， ひいては粥状硬化症に対して，明確な効果をもっ薬剤が少い今日， 日

常の動物の飼料として秀れているとされ， 広く使用されてい牧草中に，血衆コレステロー jレ上昇抑制作用

が発見された事である。 このことは，長年月を経て進行する慢性疾忠で，食餌性囚子に大きく影響される

と乙ろの粥状硬化症の治療の而における一つの端桁を提示したものとして， 主要な;怠義を有するものと認

める。
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